




要約:

障害児のライフスタイルからみた療育の現状を発達的な観点から分析した。発達障害の早

期診断と療育については、診断に用いるチェック項目の検討、療育については、地域にお

ける療育のシステム化、療育指導の問題点、療育にたいする保母の意識などについてアン

ケート調査した。療育法の見直しについては、運動療法や集団療法の現状と間題、 さら

には親からみた療育に対する評価などについてアンケート調査した。学童期以降の療育に

ついては、障害児にたいする医療従事者の意識調査、学校における医療ケアや在宅障害児

の療育指導について検討した。重症障害児の人工呼吸療法にも検討した。障害児親の会の

実態をアンケート調査によって明らかにした。


